
石西礁湖サンゴ群集修復事業(2020-2024)

令和３年度の実施状況について
あ

① 幼生供給拠点整備試験
あ

② 異常高水温となった場合の撹乱要因対策試験
あ

③ 藻類除去試験
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Φ 1.7m
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Φ 3m、素材30μ

海面

高さ1m
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接続ホース

装置本体

卵・精子捕集部
（スカート部）

浮力体
（ピアフロート）

底上0.5m

資料●-2-① 幼生供給拠点整備試験

１．幼生収集装置の設置
※産卵想定期間直前

２．バンドル（卵・精子）の収集
※産卵想定期間中

３．着床具の設置（収容）
※4日齢幼生時

４．着床具の回収（取り出し）

※着床具の設置2日後、仮置き

3日齢幼生のサンプリング
⇒想定される幼生数であるか確認

一部の着床具で着生数の計数
⇒想定される着生維持率、
着生密度であるか確認

０．事前準備
（着床具の浸漬、親サンゴ確保）

０．事前準備

・着床具の浸漬 （バイオフィルム
形成）、親サンゴ確保

１．幼生収集装置の設置 ２．バンドル収集

３．着床具の設置（収容）

フロート 海面

着床具50個を
収容した網袋
を8層に吊り下げ

EVAフロート
20セット程度を収容

50cm間隔

サンゴ砂製
角筒型着床具

フロート 海面

着床具入り網袋
を吊り下げた状態
でピアフロートの
単管パイプ
に固定

４．着床具の回収（取り出し）※仮置き育成、モニタリング

幼
生
収
集

1

現地フロー

親サンゴ確保着床具の浸漬



試験位置（幼生供給拠点）
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崎枝湾：
幼生収集作業

石西礁湖：
幼生供給拠点整備試験（育成場所）

小浜島

黒島

竹富島

石垣港

種苗を
運搬

７地点でサンゴ生残率や
生息環境の比較試験

⇒ 適地を絞り込んでいく



着床具の設置状況

装置の組み立て状況

スカート部の設置状況装置の設置状況（全景）

水面の設置状況

束ねたネットを展開
スカート部

装置
本体

接続ホース

幼生収集装置の設置状況
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ホースの接続状況

親サンゴ

装置底部の
筒状穴に挿入

スカート
頂部と固定



バンドルセッティングの状況産卵直前の親サンゴ

産卵状況（水面）

産卵状況（水中）

産卵、バンドル収集状況
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17:30～18:30頃

19:15～19:30頃
から産卵

幼生サンプリングの状況

北原式定量
プランクトン
ネット

3日齢時幼生の
サンプリングにより
約115万個体の
幼生の収集を確認
（計画数量通り）



着床具の網袋への収容状況 着床具入り網袋の吊り下げ状況（ロープ付EVAフロート取付け）

着床具の装置への収容状況

装置天井面から
着床具一式を投入

装置内への着床具の収容状況
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稚サンゴ

・一部の着床具を
回収し、稚サンゴの
着生状況を検鏡。

・各指標値は概ね
計画通りであった。

【着生維持率】 100%
【着生密度】

27～35個/着床具

約7,000個の着床具
を装置内に収容

ブイに結んだ
ロープ

稚サンゴの着生状況



着床具の網袋への収容状況 着床具入り網袋の仮固定状況

着床具の運搬・設置状況
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・7地点において
育成施設(架台)を
各地点3台設置

・架台上に着床具を
1,000個/地点設置

装置を捲り上げて着床具を
取り出しやすくする

ピアフロート

遮光シート

架台の設置状況着床具の設置状況

着床具収容後２日後に取り出し 仮固定して
２日後に移動

運搬時

着床具の運搬状況

12月頃に約半年後の
モニタリングを予定


